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特別演奏＆対談

癒しはどのようにして創出されるのか
―バイオリンの音色を通して考える―

10月8日土 16：10～17：30

演　奏：瀬﨑明日香氏（バイオリニスト）　　　　　　　　　　　　　

聴き手：志村　　翠（㈱クオレ・シー・キューブ、かりべクリニック）

◆演奏プログラム（予定）
　♪クライスラー：レチタティーヴォとスケルツォ

　♪パガニーニ：カプリース第13番「悪魔の笑い」

　♪イザイ：無伴奏ソナタ第5番「オーロラ」「ロシアの踊り」

　♪バッハ：無伴奏パルティータ第2番より「シャコンヌ」

◆瀬﨑 明日香氏 プロフィール

　東京藝術大学附属音楽高等学校を経て、同大学を首席卒業。福島賞、NTTドコモ賞受賞。安田生
命クオリティオブライフ文化財団の奨学生、文化庁派遣芸術家在外研修員としてパリ国立高等音楽
院大学院で研鑽を積む。これまでに富川歓、三上徹、田中千香士、景山誠治、堀正文、レジス・パ
スキエ、ジャン・ジャック・カントロフ、クリスティアン・イヴァルディ各氏に師事。
　’93年宝塚ベガ音楽コンクール第1位及び特別賞、’95年日本音楽コンクール第1位、レウカディア
賞、黒柳賞、鷲見賞受賞。レオポルド・モーツァルト国際コンクール第3位、’96年ヴィエニアフス
キ国際コンクール第4位、千葉市文化功労賞受賞。’03年トリエステ国際室内楽コンクール最高位受賞、
バルドヴィーノ賞受賞。ラヴェル賞。’05年フォーバルスカラシップ・ストラディヴァリウスコンクー
ル優勝、1697年製 “レインヴィル ”を2年間貸与。’07年青山音楽財団よりバロックザール賞受賞。
　これまでに都響、東響、日フィル、東京シティフィル、東フィル、セントラル愛知、大阪シンフォ
ニカー、アンサンブル金沢、N響室内合奏団、ミュンヘン放送響、ポズナン響、パリ音楽院新管弦
楽団、ブルターニュオケ等と共演。アメリカ、ヨーロッパ各地でコンサートを行う。
　’05年末日本に帰国し、意欲的にソロ、室内楽、オーケストラとの共演等で活動を再開する。NHK-
FM名曲リサイタル、FM軽井沢、FM川崎、千葉TV、TUF福島、NHK名古屋等に出演。スペ
シャルオリンピックスのコバケン（小林研一郎）とその仲間達オーケストラのコンサートミストレスを
務めるなど、チャリティー、アウトリーチ等の活動も積極的に行う。
　’11年3月パリでのプーランク国際週間に出演。千葉市文化振興評議員。ALMコジマ録音より「イザ
イ：無伴奏ヴァイオリンソナタ全曲」「サン＝サーンス：ヴァイオリン作品集」の2枚のCDをリリース。
公式ホームページ　http://asukasezaki.com/ 




